
令和3年4月28日(水)

上越市 自治・地域振興課

「上越市
移住・定住の取組と現状」

中郷区地域協議会勉強会
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自己紹介
【経歴】
・新潟県上越市生まれ
・トラベルジャーナル旅行専門学校卒業
・㈱三越トラベル入社
・母の最期を看取るためUターン
・再び上京し、東海旅客鉄道㈱など勤務
・2014年 上越市にUターン（Xターン）
・父と娘（中2）と3人暮らし

【好きな事】
・JRの時刻表を観ること
・御朱印めぐり
・色んな人に出会うこと
・寝ること

2



上越市ふるさと暮らし支援センター

移住・定住コンシェルジュの業務

(1) 移住相談に関すること

(2) 移住イベント出展に関すること

(3) 移住検討者の現地案内に関すること

(4) 移住者のフォローアップに関すること

(5) 移住者受入意識の啓発に関すること

上越市ふるさと暮らし支援センターは、上越市自治・地域振興課内に設置する、

上越市への移住相談のワンストップ窓口です。

「上越市はどんなところ」「雪はどのくらい降るの」「移住する前に上越市の

暮らしを体験してみたい」など、上越市への移住に関するご相談をお受けしてい

ます。

また、移住された皆さんの移住後の生活についてもサポートさせていただく窓

口です。

～上越市役所 自治・地域振興課内～
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市地域 移住者（企業）

・受入希望地域
・空き家
・楽しんでいる人
・求人企業
・承継希望事業主
・活用可能店舗
・耕作農地
・後継者希望の農業者
・農業法人の従業員

◎自治・地域振興課

・各総合事務所
・産業政策課
・産業立地課
・農政課
・建築住宅課
・企画政策課

共有
・希望
・夢
・目標
・理想
・家族構成
・スキル
・悩み
・不安

マッチング

把握 発信

把握

移住者と地域・生業とのマッチング

発信

サポート サポート
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各種セミナー・フェアーの出展

★上越市ふるさと暮らしセミナー（年2回）

★個別相談会 （年2回）

★県のセミナー （年5～7回）

★その他
・他県合同セミナー

・ふるさと回帰フェア

・ＪＯＩＮ移住・交流＆地域おこしフェア

・新・農業人フェア
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上越市ふるさと暮らしセミナー
～令和2年度～

★第１回★
開催日：7月18日（土）
テーマ：農業と暮らす

～就農のリアル～

★第２回★
開催日：2月21日（日）
テーマ：上越市での

仕事の探しかた
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県、その他セミナー・フェア
～令和2年度～

■にいがた暮らしセミナー■

■にいがたＵ・Ｉターンフェア■ ■新・農業人フェア■

＼今年度はオンライン開催／
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受入希望地域の紹介

・インフラ等の整備状況

・最寄りの施設等へのアクセス

・共同作業の実施状況

・生活組織の状況

・空き家の紹介

・集落の自慢
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受入希望地域の紹介
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移住体験ツアー

当市への移住のきっかけづくりを目的に、移住に関心がある人から当

市を訪れてもらい、参加者の要望に応じて、移住者の受入れを希望する

町内会とともに、地域での暮らしの体験や地域住民との懇談の機会を提

供します。

～地域の人たちとの懇談の様子～ ～空き家見学の様子～
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移住体験ツアー

～ツアー補助金～

★居住地から当市までの交通費

・お一人 上限 10,000円/回

・ご家族 上限 20,000円/回

★宿泊費（飲食費を除く）

・お一人 上限 5,000円/日

・ご家族 上限 10,000円/日

★レンタカー代（ガソリン代を除く）

・上限 4,000円/24時間

※最長で2泊3日分を支援
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ふるさとワーキングホリデー

～受入企業での勤務の様子～ ～地域との交流の様子～

人材の確保や当市に愛着を持ってもらうことを目的に、都市部の人た

ちが一定期間（2週間～1か月の間）当市に滞在し、働いて収入を得なが

ら地域での暮らしを体感する機会を提供します。
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ふるさとワーキングホリデー

～ふるさとワーキングホリデー
補助金～

補助対象経費
★宿泊費

・市内滞在中の宿泊費（飲食費を除く）

★交通費

・市内の移動に要する交通費

・レンタカー代（ガソリン代を除く）

補助金額
・補助対象経費の合計額 上限 5,000円/1日

・最長 30日分
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上越市における人口増減の推移

性別・年齢別（2015-2019）
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上越市における転入・転出の動き

（性別・年齢別（2015-2019）
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現在就労している産業と希望の産業の比較

《男性》

出典：上越市まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（改訂版）
16



《女性》

現在就労している産業と希望の産業の比較
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上越市の現状

ターゲット

○若い世代の人口が減少している

○市内には若い人が働きたいと思える情報通信業が少ない

○子育てに関する支援や取組が充実している

○広域交通網や高速通信網が整備されている

○豊かな自然環境に恵まれている

～まち・ひと・しごと創生総合戦略で目指すまちの姿～

若者・子育て世代にとって「選ばれるまち」「住み続けたいまち」

２０代から４０代の若者・子育て世代
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令和3年度の創設・拡充事業
⑴ ＵＩターンに関する補助事業
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令和3年度の創設・拡充事業
⑵ サテライトオフィス等の設置支援に関する補助事業

※情報サービス業、インターネット付随サービス業、映像情報制作・配給業、デザイン業、広告業（インターネット広告業に限る）
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SNSでの情報発信

Facebook
＃住もっさ上越
＃上越
＃新潟

いいね👍 シェア⤴ フォロー
よろしくお願いいたしますm(_ _)m

移住に関する支援制度やセミナーなどのほか、上越市での暮らしの様子や地域

のイベント・魅力などを発信しています。

また、市民の皆さんや団体が「＃住もっさ上越」のハッシュタグをつけて投稿

された記事をシェアしています。

ぜひご覧ください m(_ _)m

そして、みなさんも「＃住もっさ上越」をつけて投稿してください m(_ _)m

Instagram
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